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研究成果の概要（和文）： 本院を受診した70歳以上の高齢義歯装着者10名において，咀嚼ならびに嚥下の機能状態に
食事・栄養状態がどのように関連しているかを検討した。咀嚼機能と嚥下機能についてのそれぞれ数種の検査を実施し
て相関を検討したところ，筋運動の強さを示す咬合力と押しつけ舌圧との間に相関が認められたが，カロリーと蛋白の
栄養摂取量に対する咀嚼機能と嚥下機能の相関は認められなかった。今後は機能低下が著しい生活自立度の低い被験者
において検討していく必要がある。

研究成果の概要（英文）： In ten elder denture wearers aged 70 and over who consulted this hospital, it 
was examined how the diet and the nutritional status relate to the functional status of a mastication and 
a deglutition. In the examination of a masticatory function and a swallowing function, the significant 
relationship was accepted between the occlusal force and the maximum forcing tongue pressure which shows 
muscle power. However, the relationship between masticatory and swallowing function and the nutritional 
intake of calorie and protein was not accepted. It is necessary to investigate subjects with remarkable 
hypofunction and low activities of daily living in the future.

研究分野：歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
これまでに著者らが行ってきた嚥下機能
の研究と，歯科補綴において従来から行われ
てきた咀嚼機能についての研究は，結局は生
命維持に必要な栄養を摂取するための摂食
機能についての研究であるということがで
きる。特に高齢者における良好な栄養摂取は，
健康の維持，疾病治癒や感染抑制に関連する
ため，医科の入院疾病治療では栄養管理
（NST）は基本的医療と認識されている。し
かしながら，外来と医院で担われる歯科医療
では，栄養管理的な見地がほとんど欠落して
いる。栄養摂取のための入り口の器官である
口腔の管理を担う歯科医療において，食事・
栄養管理にも多くの意識が向けられるべき
である。食事や栄養を管理するためには食
事・栄養の評価が必要であるが，これらの評
価が歯科医療において妥当性を持って簡便
に実施されれば，歯科的見地からさらに医療
に貢献できると考えられる。以上のことから，
歯科医療における食事指導や栄養指導を行
えるようになるためには，まず，摂食機能を
広く捉えて，咀嚼機能と嚥下機能の状態ある
いは程度，またはこれらの機能低下が食事と
栄養状態にどのように関連するかを知るこ
とが必要であると考えたことが，本研究を着
想した背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究は，歯科的見地から高齢者の摂食機
能状態から食事・栄養指導を行うためのツー
ルの開発をすることを念頭に置き，高齢義歯
装着者の咀嚼と嚥下の２軸から機能評価を
行い，これらの機能状態と食事状況ならびに
栄養状態との関連を検討することを目的と
し，以下の点について行う。 
 高齢義歯装着者の主観的ならびに客観的
な咀嚼機能と嚥下機能の評価を同時に行い，
咀嚼機能と嚥下機能の程度による対応関係
パターンがあるかどうかを分析するととも
に，食事・栄養評価結果からこれらの機能と
の関連を解析し，咀嚼ならびに嚥下の機能状
態に関連した食事・栄養状態を分析・検討す
る。 
 
３．研究の方法 
70歳以上の高齢義歯装着者10名において，
咀嚼と嚥下の機能評価を次に示す主観的お
よび客観的方法で行った。また，食事分析と
栄養評価ために各方法を検討して，食事分析
と栄養評価方法を決定して実施し，機能評価
と栄養評価の相関関係を検討した。 
(1)咀嚼機能評価 
①客観的方法 
グミゼリーによる溶出糖量計測，咬合力計
測，下顎運動計測，ガーゼ 30 秒咀嚼による
サクソンテスト。 
②主観的方法 
当教室で用いてきた咀嚼能率判定表なら
びに平井らの咀嚼能力判定スコア。 

(2)嚥下機能評価 
①客観的方法 
舌圧測定（JMS 舌圧測定器による押しつけ
最大舌圧），反復唾液嚥下テスト（RSST），改
訂水飲みテスト，Swallowing Capacity test。  
②主観的評価方法 
摂食嚥下質問用紙による自覚調査。 
(3)食事分析と栄養評価方法 
①献立・食事状況記録表 
当教室で従来から用いている献立記録表
をもとに 1週間分記載と 3日間記載を予備自
験として別の被験者比較検討し，1 週間記載
を採用した。 
②食事写真による方法 
被験者自身のデジタルカメラ撮影による
食事写真から摂取栄養を概算分析。 
③簡易栄養評価 
SGA（Subjective Global Assessment), MNA®
（Mini Nutritional Assessment）を予備実
験で検討したが，外来患者において SGA の身
体計測は容易でなかったため，MNA®によって
評価した。 
(4) 栄養摂取状態と咀嚼ならびに嚥下機能 
 食事写真と献立記録表からの1日に摂取す
るカロリーと蛋白質の量を算出し，咀嚼機能
と嚥下機能との相関を分析した。 
 
４．研究成果 
 被験者である 10 名の高齢義歯装着者にお
いて，反復唾液嚥下テストにおいて 2回以下
の被験者，改訂水飲みテストでむせを生じる
被験者はなかったが，Swallowing Capacity 
test で正常の最低限界値である 10ml/s 以
下で若干の嚥下機能低下がある被験者が2名
存在した。 
(1)咀嚼機能と嚥下機能の相関 
 咀嚼機能評価のグミゼリー咀嚼による溶
出糖量，咬合力，サクソンテストのそれぞれ
に対する嚥下機能評価の押しつけ最大舌圧，
反復唾液嚥下テスト（RSST），改訂水飲みテ
スト，Swallowing Capacity test のそれぞれ
との間の相関関係は，咬合力と押しつけ最大
舌圧の間にのみ有意な相関が認められた（ｒ
＝0.306，p<0.05）。また主観的評価である咀
嚼能力判定スコアと摂食嚥下質問票との有
意な相関はなかった。 
(2)食事と栄養の評価 
 献立記録表から1日に摂取するカロリーと
蛋白質量は概算で算出可能であったが，栄養
量をより正確にするためには食事写真を併
用することで効果的であった。 
(3)咀嚼ならびに嚥下機能と栄養摂取状態と
の相関 
1 日摂取カロリー量と蛋白質量に咀嚼機能
と嚥下機能との有意な相関は認められなか
った。 
(4)今後の展望 
 咀嚼と嚥下について相関を示した関連パ
ラメーターが咬合力と押しつけ最大舌圧で
あったのは，筋力的なパフォーマンスを反映



した結果であると考えられる。このため，今
後は筋力低下等の機能低下が著しい生活自
立度の低い被験者において検討していく必
要があると考えられる。 
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